
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
「
波
力
発
電
」
④

満
潮
時
と
干
潮
時
の
潮
位
差
を
利
用
す
る

「
潮
汐
発
電
」
⑤
海
洋
表
層
部
と
深
層
部
の

海
水
温
の
温
度
差
を
利
用
す
る
「
海
洋
温
度

差
発
電
」
⑥
洋
上
風
力
を
利
用
し
た
「
洋
上

風
力
発
電
」
―
―
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
海
流
・
潮
流
発
電
の
場
合
、
海
中
に
設

置
し
た
プ
ロ
ペ
ラ
を
潮
の
流
れ
で
回
転
さ
せ

て
電
気
を
発
生
さ
せ
る
仕
組
み
と
な
り
ま

す
。こ

う
し
た
地
球
の
表
面
積
の
３
分
の
２
を

占
め
る
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
実
用
化
す

る
取
り
組
み
は
、
フ
ロ
リ
ダ
海
流
を
利
用
し

た
ア
メ
リ
カ
の
海
流
発
電
実
証
試
験
を
は
じ

め
、
イ
ギ
リ
ス
、
中
国
、
韓
国
な
ど
が
国
家

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
実
証
試
験
を
行
っ
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
コ
ス
ト
面
の
課
題
も
多

く
、
低
廉
な
電
力
を
継
続
的
に
安
定
し
て
供

給
す
る
商
用
プ
ラ
ン
ト
の
本
格
稼
働
に
は
至

っ
て
い
ま
せ
ん
。

一
方
、
日
本
で
は
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
資

源
利
用
推
進
機
構
を
中
心
に
、
海
洋
エ
ネ
ル

地方議員リポート2

ギ
ー
の
う
ち
最
も
大
規
模
な
発
電
が
可
能
と

考
え
ら
れ
て
い
る
海
流
発
電
を
２
０
２
０
年

ま
で
に
１
３
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
す
る
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
黒
潮
を
利
用

し
た
世
界
最
大
の
２
メ
ガ
ワ
ッ
ト
（
１
メ
ガ

ワ
ッ
ト
＝
１
０
０
万
ワ
ッ
ト
）
級
の
海
流
発

電
シ
ス
テ
ム
開
発
に
向
け
た
水
槽
試
験
が
行

わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
東
シ
ナ
海
で
の
１
６
０

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
発
電
の
「
黒
潮
発
電
所
構

想
」
も
提
唱
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
流
発
電
は
、
原
子
力
発
電
所
１
基
分
の

発
電
量
１
３
５
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
匹
敵
す
る

発
電
量
を
僅
か
３
分
の
１
の
費
用
で
実
現
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
東
京
都
の
試
算
に

よ
る
と
、
日
本
近
海
の
波
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

総
量
は
国
内
消
費
電
力
の
約
３
分
の
１
に
上

る
そ
う
で
す
。
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
地
球

の
自
転
や
公
転
が
続
い
て
い
る
限
り
枯
渇
す

る
こ
と
は
な
く
、
太
陽
光
や
風
力
と
比
較
し

て
も
自
然
条
件
に
左
右
さ
れ
ず
、
安
定
的
に

良
質
の
電
力
を
供
給
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。

自
治
体
レ
ベ
ル
の

取
り
組
み
は
進
ま
ず

た
だ
、
現
状
と
し
て
、
海
外
の
国
々
が
技

術
開
発
段
階
か
ら
実
証
試
験
段
階
に
入
り
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
い
ち
早
く
商
用
段
階
に
入
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
の
取
り
組
み
は
大

幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
や
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
、
海
上
技
術
安

全
研
究
所
な
ど
が
技
術
シ
ー
ズ
（
種
）
の
支

援
に
乗
り
出
し
、
東
京
大
学
や
佐
賀
大
学
、

弘
前
大
学
な
ど
も
試
験
研
究
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、「
海
洋
温
度
差
発
電
」
に

向
け
た
九
州
電
力
に
よ
る
徳
之
島
プ
ラ
ン
ト

（
50
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
な
ど
民
間
企
業
の
試
み

も
あ
り
ま
す
が
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
は
青
森

県
以
外
、
特
筆
す
べ
き
動
き
は
見
ら
れ
な
い

の
で
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
特
措
法
に
基
づ

く
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
な
い
た
め
、
国
の
支
援
が
得
ら
れ
な
い
こ
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議
会
質
問
な
ど
通
じ

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
を
け
ん
引

青
森
県
で
は
現
在
、
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル

施
設
や
国
際
熱
核
融
合
実
験
炉
（
太
陽
で
起

き
て
い
る
核
融
合
反
応
を
地
上
で
再
現
し
、

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
す
る
実
験
装
置
）
関
連

研
究
施
設
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
日

本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
集
積
地
域
と
し
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ま
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
が
新

た
な
雇
用
創
出
の
基
幹
産
業
に
な
り
え
る
と

の
考
え
か
ら
、
県
の
取
り
組
み
を
一
貫
し
て

推
進
。
２
０
０
５
年
９
月
定
例
議
会
の
一
般

質
問
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
県
庁
組
織

の
一
元
化
を
求
め
、
翌
06
年
度
に
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
総
合
対
策
局
」
が
新
た
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
同
年
11
月
に
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
振
興
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
、
県
が
有

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

（
潜
在
力
）
を
有
効
活
用
し
た
産
業
振
興
策

が
本
格
化
し
ま
し
た
。

同
戦
略
で
は
、
電
力
や
熱
回
収
利
用
へ
の

転
換
を
進
め
る
こ
と
で
、
２
０
３
０
年
の
県

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
お
け
る
化
石
燃
料
依

存
率
を
80
％
か
ら
43
％
ま
で
低
減
す
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
は
同
年
９
月

定
例
議
会
や
08
年
３
月
定
例
議
会
で
「
海
洋

エ
ネ
ル
ギ
ー
」（
潮
流
発
電
）
の
事
業
化
を
進

め
る
べ
き
だ
と
訴
え
て
き
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
の

３
分
の
１
の
費
用
で

ア
メ
リ
カ
の
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル

政
策
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
地
球
温
暖
化
対

策
が
地
球
環
境
対
策
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の

一
体
的
課
題
解
決
策
と
し
て
注
目
さ
れ
、
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
の
事
業
創
出
に
向

け
た
取
り
組
み
が
世
界
的
に
加
速
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

私
が
提
案
し
て
き
た
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

は
、
主
に
、
①
海
洋
大
循
環
を
利
用
す
る

「
海
流
発
電
」
②
潮
流
の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
利
用
す
る
「
潮
流
発
電
」
③
海
面
の
波
の

地
方
議
員

地
方
議
員�

リ
ポ
ー
ト�
地
方
議
員

地
方
議
員�

リ
ポ
ー
ト�

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
先
進
地
め
ざ
す
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ア
ッ
プ
な
ど
観
光
面
で
の
新
た
な
付
加
価
値

を
付
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
と
述
べ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
現
地
調
査
を
踏
ま
え
、
11
月
定
例

議
会
で
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
位
置
付
け
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

県
は
「
重
点
施
策
提
案
」
と
し
て
国
に
要
望

す
る
こ
と
を
表
明
、
引
き
続
き
事
業
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
を
約
束
し

ま
し
た
。

党
の
政
策
と
し
て

位
置
付
け
る
べ
き

海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
に
向
け
た
課

題
は
、
前
述
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
位
置
付

け
以
外
に
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
漁
業
、

海
上
交
通
へ
の
影
響
や
制
度
面
で
の
対
応
の

必
要
性
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
国

土
交
通
省
の
ほ
か
、
海
上
保
安
庁
な
ど
複
数

の
省
庁
に
及
ぶ
許
認
可
の
取
り
扱
い
な
ど
も

整
理
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
潮
汐
表
（
各
地
の
潮
汐
の
予
報
数

値
を
記
載
し
た
も
の
）
に
な
い
潮
流
を
熟
知

し
て
い
る
経
験
豊
富
な
漁
業
関
係
団
体
の
理

解
と
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
共
同
事
業
体
）
の
形
成

に
は
、
自
治
体
関
係
者
の
ほ
か
、
漁
業
関
係

団
体
（
漁
業
協
同
組
合
）
や
港
湾
管
理
者
を

組
み
入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
明

石
海
峡
の
岩
屋
港
で
の
実
証
試
験
予
定
地
を

視
察
し
た
折
に
も
、
淡
路
町
漁
業
協
同
組
合

の
理
解
と
協
力
を
取
り
付
け
る
た
め
努
力
し

た
と
鈴
木
氏
は
述
べ
て
い
ま
し
た
。

公
明
党
は
先
月
、
中
長
期
的
な
国
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン「
新
し
い
福
祉
・
教
育
・
平
和
を
つ

く
る
公
明
党『
人
道
の
先
進
国
』
日
本
へ
」（
山

口
ビ
ジ
ョ
ン
）
を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中

で
「
核
廃
絶
、
平
和
、
環
境
で
世
界
に
貢
献

す
る
国
」
と
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
１

９
９
０
年
比
で
温
室
効
果
ガ
ス
を
25
％
削
減

す
る
と
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
25
％
削

減
の
実
現
に
当
た
っ
て
も
、
莫
大
な
賦
存
量

を
誇
る
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
を
党
の

政
策
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
政
府
に
対
し
、
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
規
定
す
る
よ
う
積
極
的
に
働

き
掛
け
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

国
内
で
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
事
業
化
を
検

討
す
る
場
合
、
津
軽
海
峡
や
明
石
海
峡
の
ほ

か
、
鳴
門
海
峡
、
瀬
戸
内
海
全
域
、
関
門
海

峡
、
佐
世
保
、
天
草
、
屋
久
島
の
南
、
五
島

列
島
、
佐
渡
島
、
伊
豆
大
島
、
隠
岐
の
島
、

伊
豆
大
島
の
南
か
ら
八
丈
島
の
間
な
ど
が
良

質
な
候
補
地
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
す
で

に
兵
庫
県
明
石
市
や
淡
路
島
で
検
討
が
始
ま

り
、
北
九
州
市
や
山
口
県
下
関
市
、
熊
本
県

天
草
市
、
島
根
県
浜
田
市
な
ど
で
も
議
論
が

始
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

最
後
に
一
つ
提
案
で
す
が
、
海
洋
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
事
業
化
に
向
け
、
国
内
候
補
地
の
議

員
に
よ
る
「
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」

を
開
催
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

「
緑
の
産
業
革
命
」
で
提
唱
し
た
環
境
立
国

を
さ
ら
に
け
ん
引
す
る
た
め
に
も
、
海
洋
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

3

と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

青
森
県
は
06
年
度
、
津
軽
海
峡
海
流
発
電

実
用
化
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
技
術
分
科
会

と
環
境
分
科
会
の
下
で
潮
流
発
電
に
関
す
る

情
報
収
集
や
技
術
検
証
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
す
で
に
大
間
崎
沖
で
の
流
速
測
定
も
実

施
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
漁
業
団
体

の
理
解
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
本
格
調

査
に
は
現
在
も
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
発
電
プ

ラ
ン
ト
設
置
工
事
に
よ
り
、
１
９
７
１
年
か

ら
始
ま
っ
た「
青
函
ト
ン
ネ
ル
」掘
削
工
事
の

こ
ろ
と
同
様
、
工
事
に
よ
る
騒
音
や
低
周
波

の
影
響
で
漁
獲
量
が
ま
た
減
少
す
る
の
で
は

な
い
か
と
警
戒
し
て
い
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

他
方
、
東
京
都
が
今
年
の
８
月
、
波
力
発

電
の
利
用
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
、
学
識

経
験
者
や
民
間
事
業
者
な
ど
と
と
も
に
「
波

力
発
電
検
討
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
同

検
討
会
で
は
、
来
年
３
月
ま
で
に
実
用
化
に

む
け
た
課
題
を
整
理
し
、
国
に
対
し
提
言
す

る
意
向
で
す
。
同
検
討
会
に
は
青
森
県
職
員

も
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

先
進
地
の
明
石
海
峡
で

現
地
調
査

県
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
推
し
進
め
よ
う

と
、
私
が
今
年
の
11
月
定
例
議
会
で
あ
ら
た

め
て
質
問
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
10
月
15
日
付
の
公
明
新
聞
で
、
公
明
党

の
環
境
部
会
と
経
済
産
業
部
会
が
潮
流
・
海

流
発
電
に
関
す
る
合
同
会
議
を
開
い
て
い
た

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

数
日
後
、
同
会
議
で
講
師
を
務
め
、
潮

流
・
海
流
発
電
の
研
究
開
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
株
式
会
社
ノ
ヴ
ァ
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
兵
庫

県
三
木
市
）
の
鈴
木
清
美
・
代
表
取
締
役
か

ら
電
話
を
も
ら
い
ま
し
た
。
鈴
木
氏
は
、
津

軽
海
峡
で
の
海
流
発
電
を
検
討
し
て
い
る
青

森
県
の
動
き
や
私
の
議
会
質
問
な
ど
に
関
心

を
持
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
さ
ら

に
、
鈴
木
氏
か
ら
明
石
海
峡
で
の
実
証
試
験

は
す
で
に
終
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
聞

き
、
11
月
23
日
、
同
僚
の
畠
山
敬
一
県
議
と

と
も
に
現
地
調
査
に
向
か
い
ま
し
た
。

本
社
で
鈴
木
氏
か
ら
説
明
を
受
け
、
翌
24

日
、
鈴
木
氏
に
同
行
し
て
も
ら
い
、
昨
年
２

月
に
実
証
試
験
を
行
っ
た
明
石
海
峡
の
現
場

や
来
春
に
も
実
証
試
験
を
予
定
し
て
い
る
淡

路
島
の
岩
屋
港
周
辺
の
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
最
大
７
ノ
ッ
ト
と
い
わ
れ
る
津
軽
海
峡

の
大
間
崎
や
竜
飛
岬
の
潮
の
流
れ
を
見
て
い

た
私
に
も
、
明
石
海
峡
の
潮
流
は
早
く
、
最

速
８
ノ
ッ
ト
は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
さ
え

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
少
し
穏
や
か
な
流
れ
に

み
え
る
岩
屋
港
で
も
５
・
６
ノ
ッ
ト
（
毎
秒

２
・
８
ｍ
）
以
上
の
潮
流
が
あ
る
と
聞
き
、

明
石
海
峡
の
潮
流
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

鈴
木
氏
に
よ
る
と
、
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
る
発
電
は
、
沿
岸
部
や
離
島
地
域
へ
の
電

力
供
給
の
ほ
か
、
漁
港
施
設
や
養
殖
事
業
、

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
漁
船
の
エ
ン
ジ

ン
充
電
用
と
し
て
も
利
用
で
き
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
ま
た
、
水
耕
栽
培
や
植
物
工
場
な

ど
農
業
分
野
で
の
活
用
、
さ
ら
に
は
世
界
一

の
つ
り
橋
で
あ
る
明
石
海
峡
大
橋
の
ラ
イ
ト


